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あなたの声を市政に

市民の皆さん、ご意見・ご要望等ぜひお寄せ下さい。（詳しい質問内容については、党市議員団ホームページをご覧下さい。）

掲載できなかった項目

＊東海第２原発再稼働をめぐる本市の対応
＊市の外郭団体での雇い止めについて
＊検診機関の質の担保について
＊女性が輝ける地域社会について
＊セクハラ・パワハラ問題について

一般質問に立つ福田くみ子議員

　
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の

通
う
適
応
指
導
教
室
は
、
今

年
度
、約
80
名
の
児
童
・
生
徒

が
利
用
し
て
い
ま
す
。（
と
ら

い
あ
ん
ぐ
る
に
約
20
名
、ま
ち

か
ど
の
学
校
に
は
約
60
名
）

　
今
回
の
質
問
で
は
、「
学
校

給
食
は
、
教
育
の
一
環
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
当
然
適
応

支
援
教
室
に
通
う
児
童
生
徒

に
も
提
供
す
べ
き
で
は
な
い
か
？
」

と
質
し
ま
し
た
。
教
育
長
は
、

人
数
が
把
握
で
き
な
い
点
や
、

衛
生
的
な
配
送
や
保
管
な
ど

の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
理
由

に
今
後
調
査
・
研
究
し
て
い
く

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
友
達
や
先
生
と

一
緒
に
同
じ
も
の
を
食
べ
る

経
験
は
、
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
も
成

長
の
一
助
と
な
る
も
の
と
考
え
、

今
後
も
実
現
を
求
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

適
応
指
導
教
室
に
も

　
　
　
　  

温
か
い
給
食
を
！

　差額ベッド料とは「特別療養環
境室」に入院した際に徴収される
保険のきかない部屋代のこと。
　厚労省は今年 3 月、次のような
3ケースについて差額ベッド料を求
めてはならないと関係機関に通知。
①同意書を取っていない場合 
②治療上の必要によって入院をさ
せる場合　③病棟管理の必要性な
ど実質的に患者の選択によらない
場合の 3 点。
　石岡保健福祉部長は市のホーム
ページで周知すると述べました。

　
宇
都
宮
市
議
会
６
月
定

例
議
会
で
は
、
日
本
共
産

党
か
ら
は
、
福
田
く
み
子

議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。

　
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
福
田
議
員
は
、
総
務
省
の

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

準
備
の
た
め
の
事
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
、
６
か
月
以
上
の
任

用
に
つ
い
て
期
末
手
当
の
支

給
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
現
状
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
酒
井
行
政
経

営
部
長
は
、「
現
在
は
支
給

し
て
い
な
い
。
今
後
は
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
検
討
し

て
い
く
。」
と
答
え
ま
し
た
。

注
１
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
と
は
？

　
２
０
１
７
年
５
月
に
地
方
公
務
員
法
・
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処
遇
に
つ
い

て
「
任
用
の
整
理
・
厳
格
化
」
と
「
同
一
労
働
・
同
一
賃

金
の
考
え
方
に
基
づ
く
処
遇
改
善
」
を
主
旨
と
し
た
「
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
が
新
設
さ
れ
、
２
０
２
０
年
４

月
か
ら
の
実
施
に
向
け
た
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
も

　
　
　
無
期
転
換
ル
ー
ル
を

非
正
規
職
員
に

　
朗
報
！

期
末
手
当
を

　
　
　
検
討
！

非正規の公務員にも
　　働き甲斐の保障を！

― 公務員は全体の奉仕者 ―

質問
要旨（ ）

宇
都
宮
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
公
共
交
通
と
は
何
か
？

Ｌ
Ｒ
Ｔ
反
対
地
権
者
へ
の
対
応
を
問
う

　
自
動
運
転
も
目
前
の
時

代
に
、
軌
道
の
上
し
か
走

れ
な
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
次
世
代

型
と
は
ナ
ン
セ
ン
ス
。
Ｌ

Ｒ
Ｔ
は
時
代
遅
れ
の
形
を

変
え
た
箱
モ
ノ
行
政
。
と

批
判
し
た
う
え
で
、
①
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
ま
ち

づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
根
拠
は
？
②
富

山
市
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
の

主
な
相
違
点
と
本
市
の
Ｌ

Ｒ
Ｔ
に
何
を
生
か
そ
う
と

し
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

「
土
地
収
用
し
な
い
」

と
は
約
束
で
き
な
い
？

　
さ
ら
に
３
点
目
に
は
、

強
硬
な
反
対
を
表
明
さ
れ

て
い
る
地
権
者
の
方
に
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ

て
い
く
の
か
を
質
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
飯
塚
建
設

部
長
は
、「
地
権
者
の
方
々

の
個
々
の
立
場
に
立
っ
た

丁
寧
な
説
明
に
努
め
、
御

理
解
ご
協
力
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
る
」
と
答
弁
。

さ
ら
に
、
福
田
議
員
は
再

質
問
で
「
法
律
上
は
、
強

制
執
行
や
、
土
地
収
用
も

可
能
だ
が
そ
の
よ
う
な
乱

暴
な
措
置
は
取
ら
な
い
と

約
束
で
き
る
か
？
」
と
迫

る
と
、「
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
丁
寧
な
説
明
に
努

め
る
」
と
、
当
初
の
答
弁

を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
、「
土

地
収
用
は
し
な
い
」
と
は

約
束
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
地
域
内
交
通
利
用

し
た
い
！
」
隣
接
す
る

『
地
域
外
』の
切
実
な

声
に
応
え
よ

　
辰
街
道
沿
い
の
石
井
町

に
お
住
い
の
89
歳
の
女
性

Ｆ
さ
ん
は
、
１
人
暮
ら
し
。

細
い
道
路
１
本
隔
て
た
瑞

穂
野
地
区
の
地
域
内
交
通

デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
い
と

の
希
望
に
ど
の
よ
う
に
応

え
る
の
か
？

　
市
長
は
、
福
田
議
員
に

対
し
「
こ
う
し
た
要
望
は

ほ
か
に
も
あ
り
、『
地
域
内

交
通
連
絡
会
』
に
お
い
て

協
議
す
る
と
と
も
に
、
市

が
一
部
の
公
共
交
通
空
白

地
域
の
生
活
交
通
の
充
実

に
努
め
る
。」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

「差額ベッド以外空いていな
い」との理由では料金求めら
れない！市民にしっかり周知を！

！！

！！

　
福
田
議
員
は
、
行
政
改
革

の
名
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る

行
き
過
ぎ
た
公
務
員
の
非
正

規
へ
の
置
き
換
え
の
実
態
を

示
し
（
表
１
）「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
」（
注
１
参
照
）

へ
の
改
変
の
準
備
状
況
や
処

遇
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
福
田
く
み
子
議
員
は
、(

表

１
の
と
お
り)

非
正
規
の

割
合
が
未
だ
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
、
民
間

で
は
２
０
１
３
年
に
労
働

契
約
法
が
改
正
さ
れ
、
有

期
雇
用
労
働
者
の
「
無
期

転
換
ル
ー
ル
」
の
適
用
が

は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、
地

方
公
務
員
に
は
適
用
さ
れ

な
い
と
指
摘
。
そ
こ
で
、

市
に
お
い
て
も
同
じ
部
署

や
職
場
で
５
年
以
上
働
く

臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
も

何
ら
か
の
無
期
転
換
ル
ー

ル
が
必
要
と
考
え
る
と
述

べ
、
市
長
の
見
解
を
質
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
酒
井
行

政
経
営
部
長
は
、
「
総
務

省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、

―
中
略
―
再
度
任
用
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
う
る
」
と

し
な
が
ら
も
、
様
々
な
課

題
を
指
摘
し
研
究
し
検
討

し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

保
育
士
46
％
が

    

非
常
勤
は
異
常

　
さ
ら
に
、
福
田
議
員
は

事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、「
現

在
の
任
用
状
況
を
改
め
て

チ
ェ
ッ
ク
し
、
正
規
職
員

で
配
置
す
べ
き
職
に
つ
い

て
は
正
規
へ
の
転
換
を
検

討
す
べ
き
」
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、「
市

の
保
育
所
で
は
、
定
数
内

の
保
育
士
の
う
ち
46
％
が

非
常
勤
で
あ
る
の
は
異
常
。

ほ
ぼ
フ
ル
タ
イ
ム
に
近
く
、

恒
常
的
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
が
実
態
だ
。
正
規

職
員
と
し
て
配
置
す
べ
き

で
は
な

い
か
」

と
迫
り

ま
し
た
。

非
正
規

30H未満

30H以上
非常勤嘱託

正規（再任フルタイム含）

臨　　　時

合　　　計

小計（非正規割合）

H21（2009） H30（2018）

3,634人

269人

594人

1,068人

1,931人
（34.7％）

5,565人

3,274人

181人

660人

1,849人

2,030人
（38.3％）

5,304人

（表1）
正規職員と臨時職員・非常勤嘱託員の実任用人数比較

（福田調査による）
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市政、くらし、福祉、労働・雇用、教育、生活環境、介護、
子育て、すまいの問題、多重債務、市民生活について、
その他なんでも

討論に立つ荒川議員

日本共産党 不採択に反対

お休みします。

市総合コミセン第１創作室

市総合コミセン会議室

スポット
ライト
スポット
ライト

LRT
陳情

庶民の社交場
銭湯の灯を消さないで

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
市
政
に
届
け
る
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
議
員
団
を
つ
な
ぐ
「
ほ
っ
と
ら
い

ん
」
と
し
て
お
届
け
致
し
ま
す
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
等
ど
し
ど
し
お

寄
せ
下
さ
い
。

市民の願い大切に力を合わせる

　
議
会
最
終
日
、
荒
川
つ
ね
お
議

員
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
施
設
工
事
の
中
止

を
求
め
る
」
陳
情
等
（
66

号
・
68

号
）
に
つ
い
て
「
採
択
す
べ
き
」

と
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
し

た
。（
要
旨
）

Ｌ
Ｒ
Ｔ
密
室
起
工
式
に

市
民
は
サ
イ
レ
ン
ト
ア
ピ
ー
ル

　
市
民
が
抗
議
の
サ
イ
レ
ン
ト
ア

ッ
ピ
ー
ル
を
行
う
中
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
起

工
式
が
大
テ
ン
ト
を
紅
白
幕
で
覆

っ
た
密
室
状
態
の
中
で
行
わ
れ
た
。

　
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団

は
、「
い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
っ
た

か
ら
陳
情
不
採
択
は
当
然
と
か
や

む
な
し
」
と
の
議
会
の
大
勢
に
は
、

絶
対
に
組
み
し
な
い
。

　
な
ぜ
な
ら
、
市
長
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建

設
を
強
行
し
て
も
、
そ
れ
で
も
市

民
は
、ま
だ
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
に
お
墨
付

き
を
与
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
事
業
興
し
は

一
体
だ
れ
の
た
め
の
も
の
か

　
私
は
、
市
長
の
強
引
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ

建
設
強
行
に
つ
い
て
、
本
年
３
月

の
代
表
質
問
で
「
あ
ま
り
に
も
無

理
筋
が
多
過
ぎ
る
」
と
特
に
４
点

に
つ
い
て
指
摘
し
た
。（
ほ
っ
と
ら

い
ん
68
号
参
照
）

　
こ
こ
で
引
き
算
だ
が
「
本
市
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
」
引
く
所
の
「
市
民

合
意
な
き
計
画
」
そ
の
答
は
「
大

企
業
・
ゼ
ネ
コ
ン
・
開
発
業
者
奉

仕
の
た
め
の
公
共
事
業
」
と
な
る
。

　
ま
さ
に
、「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
に
反
対
す

る
圧
倒
的
市
民
」
対
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設

を
進
め
る
側
」
の
極
め
て
明
瞭
な
構

図
が
、天
下
に
露
わ
に
な
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、本
当
に

関
係
あ
る
の
か
？

　
市
長
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
（
Ｎ

Ｃ
Ｃ
）
を
支
え
る
総
合
的
な
公
共

交
通
の
要
と
し
て
不
可
欠
な
装
置
」

と
く
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

　
し
か
し
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
先
に
あ
り
き
」

を
宿
命
と
し
て
い
る
本
市
の
計
画
は
、

県
都
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合
性

を
欠
き
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
は

本
当
に
関
係
が
あ
る
の
か
？
圧
倒

的
市
民
に
そ
の
答
は
ま
だ
届
い
て

い
な
い
。
む
し
ろ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
が
Ｌ
Ｒ

Ｔ
先
に
あ
り
き
を
媒
体
に
、
新
た

な
開
発
を
呼
び
こ
み
、
コ
ン
パ
ク

ト
と
は
逆
に
、
新
た
な
ス
プ
ロ
ー

ル
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
て

い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
熱
烈
歓
迎
は

　
一
部
団
体
・
業
者
だ
け

　　
市
長
は
「
市
民
理
解
を
促
進
す

る
た
め
」
と
し
て
、
税
金
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
い
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

使
っ
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
Ｐ
Ｒ
に
必
死
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、市
民
の
中
に

熱
烈
歓
迎
の
声
は
な
い
。
大
歓
迎

の
声
を
上
げ
て
い
る
の
は
、
永
続

し
て
公
共
事
業
を
確
保
す
る
た
め
、

真
岡
や
鹿
沼
ま
で
も
延
伸
を
叫
ぶ

団
体
や
事
業
者
の
一
部
が
主
で
あ
る
。

党
市
議
員
団
は

「
市
民
こ
そ
主
人
公
」
で
進
む

　
市
長
（
議
会
も
）
は
、
こ
れ
ま

で
の
指
摘
に
異
議
あ
れ
ば
憲
政
の

常
道
に
則
り
、
市
民
投
票
で
「
Ｌ

Ｒ
Ｔ
賛
成
過
半
数
」
の
客
観
的
担

保
を
内
外
に
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
。

　
日
本
共
産
党
は
、
市
民
こ
そ
主

人
公
を
貫
き
、第
68
号
陳
情
者
の

側
に
立
ち
、市
民
の
声
と
今
後
と

も
真
摯
に
向
き
合
う
道
を
歩
む
。

バ
ス
を
中
心
と
し
た

公
共
交
通
網
の
確
立
に
賛
成

　
陳
情
66
号
に
つ
い
て
、
バ
ス

を
中
心
と
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
『
Ｂ

Ｒ
Ｔ
』
も
付
け
加
え
る
べ
き
と
考

え
る
が
大
筋
賛
成
で
あ
る
。
今
や
、

東
京
駅
か
ら
電
気
バ
ス
が
走
り
、

無
人
バ
ス
の
時
代
も
見
え
て
く
る

近
未
来
に
、軌
道
上
し
か
走
れ
な

い
、軌
道
の
あ
る
所
し
か
行
け
な

い
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
次
世
代
型
ど
こ
ろ
か
、

む
し
ろ
時
代
遅
れ
で
は
な
い
の
か
。

公
共
交
通
へ
の
市
民
の
願
い
は
、

バ
ス
運
賃
の
引
き
下
げ

　
市
民
の
願
い
は
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
か

け
る
巨
額
の
税
金
の
一
部
を
回
し
、

高
い
バ
ス
運
賃
を
引
き
下
げ
、利

用
し
や
す
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
バ
ス
を
主
体
と
し
て
、
市
民

生
活
の
中
を
き
め
細
か
に
走
り
、

誰
も
が
、
行
き
た
い
時
に
行
き

た
い
所
に
行
け
る
公
共
交
通
網

の
確
立
を
提
案
す
る
陳
情
者
に

賛
成
で
あ
る
。

　
宇
都
宮
市
中
心
部
か
ら
約
65

㎞
に
位
置
す
る
東
海
第
二
原
子

力
発
電
所
が
、
今
年
11
月
、
稼

働
か
ら
40
年
を
迎
え
、
昨
年
同

原
発
を
運
営
す
る
日
本
原
電
が

20
年
間
の
延
長
を
申
請
し
ま
し
た
。

同
原
発
は
全
国
一
古
い
う
え
、

先
の
東
日
本
大
震
災
で
も
、
間

一
髪
で
福
島
第
一
原
発
と
同
様

の
事
態
を
免
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
６
月
議
会
で
は
、
一
般
質
問

で
福
田
く
み
子
議
員
が
と
り
あ
げ
、

「
原
発
い
ら
な
い
栃
木
の
会
」
か

ら
は
、
同
様
の
趣
旨
の
陳
情
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
一
般
質
問
で
は
】

市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
守
る

立
場
が
問
わ
れ
て
い
る
！

（
福
田
く
み
子
議
員
）

　「
実
効
性
の
確
保
に
多
く
の
課

題
を
残
す
水
戸
市
と
の
広
域
避

難
計
画
に
協
力
す
る
事
よ
り
、

住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
立
場
か
ら
、
東
海
第
２

原
発
の
再
稼
働
中
止
の
意
見

を
表
明
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、

最
も
合
理
的
で
現
実
的
な
対

応
と
考
え
る
」
と
、
市
長
の

見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
国
の
問
題
」
と
自

ら
の
意
見
表
明
を
避
け
続

け
ま
し
た
。

【
陳
情
審
査
で
は
】

陳
情
者
の
思
い
を
生
か

す  

継
続
へ
！

　
　

　
こ
の
陳
情
は
、
福
田
く

み
子
議
員
が
所
属
す
る
総

務
常
任
委
員
会
で
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
者
に
よ
る
意
見
陳

述
後
、
傍
聴
者
が
見
守
る

中
で
、
自
民
党
議
員
会
の

熊
本
委
員
は
、「
陳
情
内
容

は
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
」

と
し
な
が
ら
も
、「
再
稼
働

の
許
可
要
件
に
新
た
に
加

え
ら
れ
た
周
辺
自
治
体
の

意
思
が
表
明
さ
れ
て
い
な

い
現
時
点
で
の
、
本
市
か

ら
意
見
書
を
送
る
と
い
う

の
は
は
い
か
が
か
」
と
の

理
由
で
「
不
採
択
」
を
主
張
。

福
田
く
み
子
委
員
は
、「
採

択
す
べ
き
」
と
の
立
場
で

し
た
が
、「
茨
城
県
内
は
も

と
よ
り
、
栃
木
県
内
で
も

益
子
町
や
茂
木
町
な
ど
多

く
の
自
治
体
が
再
稼
働
に

反
対
を
表
明
し
て
い
る
。

宇
都
宮
の
東
の
端
は
、
わ

ず
か
５
５
キ
ロ
圏
内
。
再

稼
働
に
同
様
の
懸
念
を
持

つ
な
ら
、
今
回
不
採
択
と

は
せ
ず
、
原
発
周
辺
自
治

体
の
動
向
を
見
て
か
ら
で

も
遅
く
な
い
。
継
続
と
し

て
は
ど
う
か
」
と
提
案
。

結
果
は
一
転
し
て
、
全
会

一
致
で
「
継
続
」
と
な
り

ま
し
た
。

東海第２原発再稼働やめよ！
福田くみ子議員〈一般質問＆陳情で主張〉

！
　いま、市内に銭湯（公衆浴場）はわずか 1 軒とな
ってしまいました。近くの銭湯が廃業し、2km 以上
を自転車で銭湯に通う市民から「銭湯の灯を消さな
いで」との訴えが。その人は、「家に風呂はあるが、
富士の壁絵を背に思いきり体を伸ばす事ができ、独
特の社交の場である銭湯は一日の中で最も心ち良い
瞬間です」と語っています。市内各地にできている
スーパー銭湯とは、全く趣が違うとのことです。
　厚生常任委員会で、荒川つねお議員は、高齢化や
後継者不足、施設老朽化、新規投資が見込めないな
ど営業継続が困難に直面している銭湯に対する支援
を訴えました。
　東京では、「公の出番」と自治体がお金を出して設
置し、管理・運営は民間に
任せる公設・民営方式の銭
湯が広がっていると指摘。
　日本伝統の地域の大切な
場を守るために宇都宮市も
一肌脱いでもらいたいもの
です。 市内唯一の宝湯（若草1丁目）


